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独自技術から生まれた確かな性能



高性能のカギは安定した結晶構造と独自のニードルパンチ製法

人や環境に対して高い安全性

独自の製法で軽量かつ断熱性能1600℃を実現

空気層でブロック 繊維でブロック

独自技術のニードルパンチ製法で繊維を強く結束、
優れた耐風食性を実現しています。

独自技術の繊維径コントロールで
平均繊維径を5～7μmに制御しています。

安定したムライト結晶構造で
高耐熱性・機械的強度・化学安定性を有しています。

繊維径のイ ー

ムライト結晶構造

独自の製法から造られる
高温領域にも使用可能な高性能・高機能断熱材です。

MAFTECTMによる断熱構造 (繊維拡大イメージ)

無機繊維の沈降性比較

独自技術のニードルパンチ製法で繊維を強く結束、
優れた耐風食性を実現しています。

独自技術から生まれた確かな性能

Al とSi を に独自の製法により造られる結晶質アルミ 繊維MAFTECTMは耐熱性に優れ、1600℃という
高温下でも安定した 能性を発揮する 、1300℃でも実用的な弾力性 クッション性 を維持します。主に製鉄

などの炉 断熱材や、自動車の ガスを 化する ンバータにおいて 行 の 動や からセラミッ
ク 体を守る 持材 ポート材 として、長 に り で実 を有しております。また、 の他さま
ざまな分野でも応用可能です。

※MAFTECTMは、平成27 11 1日から 行 適用された「特定化 質 の 」における
特定管理 質には 当 しません。

い合わせるのではなく、繊維を み合わせて 合体を 成させた後、 成するこ
とにより、均 な みを実 しています。適度な 合の を有し、優れた断熱
効果を発揮する 、 しい にも耐える優れた耐風食性を有します。

直径3μm未満の繊維は、人が吸い込 と肺胞に達し、 に を す 性が られてい
ますが、MAFTECTMは ういった3μm未満の繊維を実質的に含みません。また、繊維の 度
が く、長時間 に いませんので、安 かつ 適な 業 間を実 します。

レンガなどの 的な 状断熱材と異なり、1600℃にも耐えるムラ
イト結晶構造のアルミ 繊維からなるMAFTECTMは、繊維間の

による断熱効果と、繊維 本 本が 熱を ることで、 ブル
の断熱効果が られます。 MAFTECTMFiber間の が熱の伝導

をブロックします。
MAFTECTMFiberは熱伝導率が低く、 本

本が高温の 熱をブロックします。

MAFTECTMは、肺の まで って人体に有 な を す可能性の
ある3μm未満の繊維を実質的に含みません。

原 が 的に し、高温下でも 変化しにくい安定した結晶構造で、高い寸法 度
を有し、 時に弾力性も保持します。

ードル ン 製法

アルミ 繊維 熱を ブルでブロックする ムイ ー
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※RCF リフラクトリー•セラミックファイバー（セラミック繊維）
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品種
（グレード）

密度（kg/m3） 厚み
（mm）

幅
（mm）

長さ
（m）

入り数
（枚/箱）100（6pcf）130（8pcf）

ブランケット
（MLS）

○

○

－

○

○

○

6

12.5

25

610

610

610

3.6
36
3.6
21.6

3.6
7.2

12
1
6
1

3
1

○ － 25 610 3.6
10.8

3
1

（JHIWA「セラ
ミックファイ
バー製品の取
り扱い」より抜
粋。各種素材
はグレードによ
り異なるため、
範囲で表示。）

MAFTECTMMLS 100kg/m3

MAFTECTMMLS 130kg/m3

MAFTECTMMLS-2 160kg/m3

1000

（1100～1400℃加熱）

800600400200 1200

MAFTECTMMLS

MAFTECTMMLS
0.02～
0.35μm

2～4μm

2～7μm

5～7μm

高断熱

高耐熱高耐熱

安全性高耐熱

繊維グレード

構　造

特　長

ブランケットタイプで自由に裁断して使用できるMAFTECTMBlanket。自動車•鉄鋼関
連をはじめ、さまざまな高温耐火用途にお使いいただけます。高温寸法安定性に優れ
たMLS、柔軟性•高反発性•クッション性に優れたMLS-2という2つの繊維グレードを
ラインアップしています。

MAFTECTMは他の断熱材と比べ低い熱伝導度のため、優れた断熱効果があります。 MAFTECTMはどのグレード（MLS,MLS-2）においても低い熱伝導率を有
しており、確かな断熱効果を発揮します。

MAFTECTMの高温寸法安定性重視タイプMLSグレードは、約1600℃の高温下で
もほとんど寸法変化を起こしません。また約1300℃までは弾力性を保ちます。
主に鉄鋼関連の炉壁などの耐火断熱材として適しています。

MAFTECTMの平均繊維直径は5～7μmです。JHIWA（日本高温断熱ウール工
業会）発行の「セラミックファイバー製品の取り扱い」によると、人間が吸
い込んだ時に繊維径3μm未満の繊維は人体の呼吸器部（肺胞）まで到達し、1
μm未満のものは発ガン性に関与する可能性がある（スタントン-ポッツの仮
説）と言われていますが、当社独自の技術によりMAFTECTMの平均繊維径は5
～7μmに制御され、3μm未満の繊維を実質的に含みません。

MAFTECTMFiberは安定したムライト結晶構造のため、長時間にわたる高温
加熱後でもほとんど収縮を起こしません。

MAFTECTMはセラミック繊維などと比べ、熱履歴後でも高い引張強度を保持します。

MAFTECTMBlanketを折りたたんだブロック状のものを耐熱レンガの代わり
に、加熱炉の壁や天井に敷き詰めます。耐熱性、耐風食性により炉を炎から守
るだけでなく、断熱性により炉の熱を逃がさず、省エネルギーに貢献します。

独自の技術により品質管理された綿状繊維のMAFTECTMBulk。鉄鋼関連のシール材や
充填材、加工成型品の原料や複合強化材として、さまざまな分野で幅広く活用いただ
けます。
MAFTECTMBulkは特注品となります。詳細は当社窓口へお問い合わせください。

※MAFTECTMBlanket MLS-2グレードは特注品となります。詳細は当社窓口へお問い合わせください。

用途別に異なる特長を持った2つの繊維グレード（MLS,MLS-2）を
ご用意しており、お客様のご要望にお応えします。

2タイプの形状をご用意しており、
様々な用途でご使用いただけます。

用途に応じて自由にカットしてお使いいただけます。

綿状で充填材や原料に最適です。

熱伝導率

各種軽量断熱材•使用温度領域

高温加熱後引張強度 各種ファイバー系断熱材の繊維径

長時間高温寸法安定性

Blanket

Bulk

MAFTECTMBlanket

MAFTECTMMLSグレード 1400℃

グラスウール

（8時間熱処理後、常温測定）

各種ファイバー系断熱材の繊維径

各繊維径のイメージ図

ロックウール

セラミック繊維 1260グレード

MAFTECTMBlanket MLSグレード

MAFTECTM

MAFTECTM

RCF※

アスベスト
※RCF リフラクトリー • セラミックファイバー（セラミック繊維）

（平均5～7μm）

（平均2～4μm）

（平均0.02～0.35μm）

1600℃耐火断熱材の熱伝導率（常温設定）

1800140012001000800 1600
speed : 30 mm/min.
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平 均  繊  維  径

度（k m3） み
（mm）100（6 ）

6

12.5

25

25

130（8 ）

72：28

3.1

JIS R1672

JIS R3311

JIS R2251-1

JIS R3311

MAFTECTMBlanket

0.1

1.1×103～1.2 103

※MAFTECTM Blanket MLS-2グレード、MAFTECTM Bulkは特注品となります。詳細は当社窓口へお問い合わせください。

※MAFTECTM は、平成 27 11 1 日から 行 適用された「特定化 質 の 」における
特定管理 質には 当 しません。
詳細は 省 H tt .m l . . t ei akunit uite bun a 00000 121. tml にてご確 ください。

100 160
0.15
0.28
0.3

130
0.15
0.32
0.46

0.16
0.33
0.48

（k m3）

MAFTECTMBulk

代 性

様

幅
（mm）

610

610

610

610

長さ
（m）

り
（ ）

3.6
36
3.6
21.6
3.6
10.8
3.6
7.2

12
1
6
1
3
1
3
1

MAFTECTM Blanket MLSグレード

り い の 意

り い の 意

の 意

の 意

応

取り扱いに しては じん スクを 用すること。
要に応じて、 じん を設 すること。

長 の 業 保 を 用すること。また、 要に応じて、保 を 用すること。
業 に した 合は、 または ープ を使用し、 に注意しながら、取り くこと。

取り扱い後は、うがい いを 行すること。

常温、 で保管すること。
、 れ に注意すること。

に た 異 がなくなるまで、 で する。 をこすってはならない。
みが る、またはなにか他の 状があるときは、 の を ける。

に した または 温 で い した後、 でよく う。 みが る、
またはなにか他の 状があるときは、 の を ける。

した に吸 した 合は、 を な へ す。
だ 口 のものは で い す。体 に 取されたものは自 に される。

なにか 状があるときは、 の を ける。

する 合は、 に じんが しないように、 低 0.05 の みを持ったプラス ック に れること。
なお、MAFTECTM 製品から発 する は、 の処理 に関する法 に く の分 の「ガラス
くず ンクリートくず 器くず」に 当するので、 常の 業 として取り扱って し えない。
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※MAFTECTM Blanket MLS-2グレード、MAFTECTM Bulkは特注品となります。詳細は当社窓口へお問い合わせください。

※MAFTECTM は、平成 27 11 1 日から 行 適用された「特定化 質 の 」における
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3.6
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3.6
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1
6
1
3
1
3
1
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くず ンクリートくず 器くず」に 当するので、 常の 業 として取り扱って し えない。

取り扱い詳細につきましては、当 S S 安 ータシート をご確 ください。
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